
東 播 セ ン タ ー 合 唱 団 機 関 誌
第 13号 2003年 5月 2日

兵 庫 の う た ご え 祭 典 ま で 、 あ と 1か 月
「 ア メ イ ジ ン グ ・ グ レ イ ス 「 新 世 界 「 組 曲 加 古 川 」」 」
の 練 習 も 熱 を 帯 び て い ま す 。 新 入 会 の 方 も 少 し ず つ 増 え て 、
練 習 ら し く な っ て き ま し た 。
６ 月 ８ 日 に 向 け て 、 楽 し く 練 習 を す す め て 行 き ま し ょ う 。
下 記 の 日 程 で 、 合 同 練 習 が あ り ま す 。 万 難 を 排 し て 参 加 し ま し ょ う 。

合 同 練 習 5月 16日 (金 )東 加 古 川 公 民 館 19： 00～ 21： 00
5月 18日 (日 )三 木 市 中 央 公 民 館 13： 30～ 16： 30

行 事 予 定
5月 10日 (土 )う た ご え 喫 茶

午 後 7～ 9時 喫 茶 あ し た ば に て

6月 8日 （ 日 ） 兵 庫 の う た ご え 祭 典 in 三 木
指 揮 者 池 辺 晋 一 郎 氏 ！ ！

「 ア メ イ ジ ン グ ・ グ レ イ ス 「 新 世 界 」 の 合 同 合 唱」
加 古 川 流 域 合 同 で 組 曲 「 加 古 川 」 (序 ・ 2・ 3・ 6章 )を 歌 い ま す

5月 2日 、 9日 、 16日 、５ 月 練 習 日

1 8日 (日 )(三 木 市 中 央 公 民 館 13： 30～ 16： 30)、

23日 、

30日 (青 少 年 女 性 セ ン タ ー 19： 00～ 21： 00)

□ 囲 み は う た ご え 祭 典 練 習

(今 回 は 2名 分 で す )団 員 自 己 紹 介

大 野 人 美 ハ イ キ ン グ に 歌 に 元 気 を 出 し て
(ソ プ ラ ノ ) と は 思 い ま す が 、 時 間 の 許 す 限 り 努 力 し て

出 席 し た い と 思 い ま す 。
明 る い 声 が 出 せ る よ う 気 を つ け て 、 楽 し み

た い と 考 え て い ま す 。

廣 瀬 順 子 組 曲 "加 古 川 "か ら 多 く の 曲 に 出 会 え て 、 多 く の 発 表 の 場 を
(ア ル ト ) 経 験 さ せ て 頂 い て い ま す が 、 後 か ら の 美 し い 声 に さ さ え ら れ て 、

歌 っ て い ま す 。
暗 譜 は 大 変 で 、 ア カ ペ ラ な ん て 、 と て も ・ ・ ・ 。 で す が
よ ろ し く お 願 い し ま す 。
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